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子どもセンターぱお 

 

事業名 ハロウィンウィーク 

目的 
・体験活動ができる場の充実・自分の意見を発信できる場や機会の確保 

・地域連携・人材育成の推進 

期間 ２０２３年 10月 22日（日）～3０日（月） 

主な対象と 

参加者数 

① みんなで飾ろう！フォトスポット！          56名 

② ハロウィンいつでも工作               55名 

③ ハロウィンかんたんクッキング～           32名 

④ 綿花の収穫と綿くり体験（堺おやじ会）        16名 

⑤ ピーカーブー（堺地域子育て相談センター）       26名 

⑥ ぱわぱふたいむ                    22名 

⑦ おしゃべりクッキング（おしゃべりクッキング）    30名 

⑧ 秋のワイヤー工作（子ども委員会）            8名 

⑨ 他、定例「ガラスフュージング」「けん玉ぱーく」等 

講師・協力者

等 
子ども委員会・堺おやじ会・堺地域子育て相談センター・おしゃべりクッキング 

内容 

②キャンディバック・ハロウィンステッキ・変身カチューシャ 

③「マシュマロサンド（チョコおばけバージョン）」５０円 

⑤乳児用フォトスポット・おばけの手形スタンプ 

⑥仮装してのジャンボリミッキー・ハロウィン帽子をつくろう 

⑦「かぼちゃのクレープづくり」１００円 

⑧ワイヤー、ビーズ、どんぐり、モールを使ったアクセサリー・飾り作り 

様子等 

毎年恒例となったハロウィンウィークが今年も実施された。 

ウィーク初日には手作りの衣装に仮装した兄弟が来館し、ハロウィンを楽しんでいた。

フォトスポットには簡単に羽織れるマントなどを設置することで小学生たちも自分たち

のスマホで写真を撮って遊んでいた。スタッフからはＳＮＳへの投稿などは気を付ける

ように声掛けを行った。 

期間中は数多くのプログラムが実施され、各関係団体と共に子ども達がハロウィンを楽

しめるよう盛り上げた。堺おやじ会の方による綿花の収穫と綿繰り体験では、申し込みは

少なかったものの当日興味をもって参加してくださった方が多くいた。栽培されている

綿花からコットンを摘む作業は、とても楽しかったようで一生懸命収穫をしていた。 

今年もハロウィン期間中任意でスタッフによる仮装が行われた。平日に行われたぱわぱ

ふたいむでは、実施前に仮装したスタッフ有志による「ジャンボリミッキーダンス」が行

われ、参加していた子ども達は、聴き馴染みのある音楽に、親子で身振り手振りで真似を

したりスタッフの仮装を興味深そうに見つめては、恐る恐る近づく様子もあった。 

ハロウィンウィークを開始して４年が経ち、子どもたちにもだんだんと認知が進んでき

ていることが伺えた。身近で季節のイベントを楽しめるのは、子どもにも保護者にも人気

があることが分かった。 
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